第３回家庭部門会議の概要
１．テーマ　　家庭における省エネの促進方策
２．目的
・近年の家庭１世帯当たりのエネルギー消費量は、家庭用機器のエネルギー消費効率の大幅な向
上により、伸び率自体は鈍化しているものの、機器の大型化・多様化等により石油危機以降増加
傾向となっている。

・このため、各主体から省エネの取組みについて紹介をいただきながら、家庭での省エネ促進方策を
検討する。
３．会議の開催
（１）日時：平成28年1月20日（水)　午前10時から正午まで
（２）場所：大阪府環境情報プラザ　研修室
（３）出席者：
【消費者団体、環境NPO】　大阪生活協同組合連合会、なにわの消費者団体連絡会、全大阪消費者団体連絡会、公益社団法人全国消費生活相談員協会、公益社団法人日本消費生活アドバイザーコンサルタント協会西日本支部、ＮＰＯ法人関西消費者連合会、ＮＰＯ法人住宅長期保証支援センター、ＮＰＯ法人ひらかた環境ネットワーク会議
【エネルギー供給事業者】　関西電力(株)、大阪ガス(株)
【自治体等】　大阪市、堺市、大阪府、大阪府地球温暖化防止活動推進センター
（４）概要
・関西電力より、今冬の電力需給状況について報告があった。

・大阪府から、環境（エネルギー）教育に関する取り組みとして、小学生向けの副教材の配布に向けた印刷協力企業の募集について説明した。また、大阪府地球温暖化防止活動推進センターと連携して作成した地球温暖化・エネルギーに関する出前講座プログラムを紹介した。
・大阪府から、家庭向け省エネ対策の国や市町村の取り組み状況について説明し、取り組みを進める上で課題となっている点について、意見交換した。
・平成28年4月に始まる電力の小売自由化について、制度の概要と消費者等に周知する事項について情報共有した。
（５）会議での主な意見
　（環境・エネルギー教育について）
　　・小学校5年生向けの教材冊子ということで、内容も良く出来ていると思うが、今後は低学年も対

　　象とするなど、小さい頃から継続的に啓発することが大事であると思う。
　　・出前講座の利用拡大に向けては、学校の先生向けの研修の機会の場などで、出前講座の模擬

授業を組み込む等、実際に見ていただく機会があれば、活用が進んでいくと思う。

　（家庭の省エネ対策について）
　　・市町村が主体となって主に実施している環境家計簿やうちエコ診断などの取り組みについては、参

加者が集まらない、もしくは固定化してしまっており、新しい人に参加してもらうのが難しいという課

題が報告されている。
　　・例えば、うちエコ診断などはこれまでの診断結果から、家庭で取り組みやすい（選んでもらいやす

い）省エネ対策のメニューの傾向について分析できるのではないか。そうした項目について、重点

的に情報提供、啓発するもの効果的ではないか。
　　・家庭の省エネについては、機器の使い方や人々の過ごし方のほかに重要な要素として、住宅の省

エネ対策がある。窓の断熱などは非常に省エネ効果があるが、省エネのリフォームについてはまだま

だ一般に知られていない。これからは、住宅の省エネもあわせて啓発していくべき。
以　上
